
体内の遊離アミノ酸を増やすこ
とにより、体液濃度を高め脱水
を防いでいる。（阿部2002）

汽水（75％海水＝2.5％食塩水）
に適応した アメリカザリガニ

アメリカザリガニは米
国ミシシッピー川河口
付近（○）が主産地、
海水の混じる汽水域に
も生息している。
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体液の濃度（塩分＋有機成分）はヒトで
0.9％食塩水に相当、 淡水甲殻類は
0.7％以下。

淡水生活のアメリカザリガニ
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塩水飼育による捕獲ザリガニの有効活用と旨味向上

50～75％海水（1.7
～2.5％食塩水）で

計4日間飼育

体液濃度を調節できず、
脱水状態になり死亡する。

汽水（75％海水=2.5％食塩水）
に適応できなかった
アメリカザリガニ
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10分間のボイルで最高級

のザリガニ料理
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図 塩水飼育アメリカザリガニ生残・へい死個体の甲長組成
実験2の生残個体とへい死個体の頭胸甲長組成

塩水飼育方法に関する実験結果
実験1 海水と食塩水の17pptと25pptでアメリカザリガニ大・
中群（頭胸甲長25～38mm）を計4日間飼育。海水中ではへい死
しなかったが、食塩水では12％がへい死した。
実験2 食塩水で大中小群を17～25pptで飼育、16％が死亡し
た。へい死個体は26mm以下の小型ザリガニが大半だった。



塩水飼育方法に関する実験結果
実験3 大型群30mm以上と小型群30mm未満を食塩水17～25pptで
飼育。大型群は2％、小型群は9％が死亡した。
実験4 大型群を飼育水の水量の10％と15％収容し15～25pptで
飼育、へい死率は両方とも2％だった。大型群は少なくとも水量
の15％の重量を収容可能であることがわかった。

実験結果のまとめ
①海水の代わりに食塩水を使用すると小型ザリガニが若干へ
い死するものの、9割前後回収できるので食塩水で代用可能
だった。
②大形ザリガニについては、毎日換水すれば、食塩水水量の
15％まで収容可能だった。



試食-官能試験
塩水飼育ザリガニ官能試験を10月8日に公開実施。外部から24名

が参加、塩水と淡水で4日間飼育ザリガニを各2尾試食し、両者の
旨味を判定。この結果、
71％の人が塩水飼育ザリガニは淡水飼育に比べ美味しかったと回

答した。

塩水飼育ザリガニの用途
塩水飼育ザリガニは明らかに旨味が増大しており、殻からの身離れ

も良いことから、料理方法としてはボイルザリガニが最適と考えら
れた。また、小型ザリガニでは、試食アンケートで塩水飼育ザリガ
ニのビスクスープが高人気であり、実用化が期待される。
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